










 
研究要旨：日本では、現在のところ事故防止の中心となるべき機構が存在しない。そこで、

事故防止に関する研究および施策において実績のあるアメリカの事故防止対策について調

査した。アメリカでは、CDC 内の NCIPC が事故防止研究の中心的役割を果たしており、

地域に根ざした組織としては、The National SAFE KIDS Campaign が代表的なものとし

て挙げられる。それぞれに大きな成果を挙げているところから、わが国においても、疫学

的データを収集し、防止プログラムの先頭に立つ国レベルの事故防止センターが必要と思

われ、また SAFE KIDS のように、より多くの人々を啓蒙していく組織が必要であると考

えられる。 


